
 

 

 

 

 

2024年 3月 22日 

各 位 

株式会社北洋銀行 

国立大学法人北海道国立大学機構と「包括連携協定」を締結しました 
 

北洋銀行（頭取 安田 光春）は、2024 年 3 月 22 日付で国立大学法人北海道国立大学機構（以下「大

学機構」）と「包括連携協定」を締結しました。 

大学機構は小樽商科大学、帯広畜産大学、北見工業大学の統合法人として 2022 年 4月に設立された

国立大学法人であり、三大学は商学・農学・工学とそれぞれの分野で強みを持っております。 

包括連携協定により、三大学が持つ知見の結束と、当行の産・学・官ネットワークによる相乗効果が生ま

れ、教育・研究、人的支援・人材育成、研究成果の社会的活用や、北海道の地域資源を活かした新たなビ

ジネス創出など幅広い分野で具体的な協力が見込まれます。 

当行は、連携協定に基づいた多様な事業や活動を通じ、地域の発展に貢献してまいります。 

 

記 

1．【包括連携協定調印式】 

（1）日時 2024年 3月 22日（金） 

（2）場所 北海道国立大学機構（帯広市） 

（3）調印式の様子 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

2．【連携事項】 

（1）教育・研究の推進に関する協力 

（2）相互の人的支援、人材育成と学生インターンシップに関する協力 

（3）共同研究等による研究成果の社会活用の促進 

（4）大学発ベンチャー・大学発スタートアップに関する情報交換及び支援 

（5）地域貢献、地域活性化に関する協力 

（6）その他、本協定の目的達成のため必要な事項 

以 上 

 

北洋銀行グループ経営理念：お客さま本位を徹底し、多様な課題の解決に取り組み、北海道の明日
あ す

をきりひらく 

 

 

左：北海道国立大学機構 

理事長 長谷山 彰 様 

 

右：北洋銀行 

取締役 山田 明 

北洋銀行グループは、2018 年 12 月「北洋 SDGs 宣言」 を表明し、地域の持続的成長

支援と社会的課題の解決に取り組んでおります。なお、SDGs に関連するプレスリリース

には、該当する SDGsのアイコンを明示しております。 

【SDGs】2015年の国連サミットで採択された、持続可能な世界を実現するための 2030年

までの国際目標。17のゴールと 169のターゲットで構成される。 


